
 

 

 

 

 

 

３．社会経済情勢 
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（１）人口減少局面・少子高齢社会 

１）人口減少・超高齢社会 

・ 「日本の将来推計人口（平成 18 年 12 月推計）」によると、日本の総人口は平成 22（2010）

年に約 12,718 万人、平成 42（2030）年に約 11,522 万人、平成 62（2050）年に約 9,515 万人

になると予想されている。 

・ 上記推計の報告書によると、「老年（65 歳以上）人口割合は平成 17（2005）年現在の 20.2％

（約５人に 1人）から、出生３仮定推計とも平成 25（2013）年には 25.2％で４人に１人を上

回り、その後出生中位推計では、平成 47（2035）年に 33.7％で３人に１人を上回り、50 年

後の平成 67（2055）年には 40.5％、すなわち 2.5 人に１人が老年人口となる」とされている。 

 

図 日本の人口構造の推移と見通し 

資料：子ども・子育て白書 2010 

 

・ 日本の総人口は 2004 年頃をピークとして減少傾向に転じ、今後の高齢者の増加率は人口

規模が大きい自治体ほど高くなる。 
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２）埼玉県、さいたま市、岩槻区（旧岩槻市）における人口の将来推計 
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注）平成 12 年人口は、平成 12 年国勢調査による。平成 17 年人口及び推計値（2010～2035 年）は国立社会保障・人口問題研究

所「日本の将来推計人口（平成 18 年 12 月推計）」による。数値は四捨五入によるため、合計値が合わない場合がある。 

図 埼玉県の人口の将来推計 
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注）平成 12 年人口は、平成 12 年国勢調査による。また、浦和市、大宮市、与野市、岩槻市の合計。平成 17 年人口及び推計値

（2010～2035 年）は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 18 年 12 月推計）」による。数値は四捨五

入によるため、合計値が合わない場合がある。 

 
 図 さいたま市の人口の将来推計 
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注）国立社会保障・人口問題研究所「日本の市区町村別将来推計人口（平成 15 年 12 月推計）」（岩槻市）による。 

  数値は四捨五入によるため、合計値が合わない場合がある。 

図 岩槻区（旧岩槻市）の人口の将来推計 
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３）沿線人口の動き 

埼玉高速鉄道の平成 13 年の開業時点から平成 23 年までの全駅周辺における人口の推移に

ついて調査した。人口推移の集計は「埼玉県町（丁）字別人口調査（各年 1月 1 日）」のデー

タを用いた。 

各駅の駅勢圏の設定は、駅から均等に 1.5km の圏域とし、各駅の駅勢圏が重複する圏域は、

その交差点を直線で結び、町丁名の区域を区分し、各駅の駅勢圏とした。（河川や道路事情、

鉄道駅やバス交通・自転車利用によるアクセスの実態については考慮せず、概括的に把握し

ている。） 
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① 埼玉高速鉄道線各駅 1.5km 圏域計 
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※平成 23 年度の乗車人員はＳＲ上半期(4 月～9月)までの 1日当たり平均人員
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② 浦和美園駅沿線人口と乗車人員 
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浦和美園駅 駅勢圏 
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③ 東川口駅沿線人口と乗車人員 
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④ 戸塚安行駅沿線人口と乗車人員 

30,388
31,171 31,635

32,292 32,711
33,595 34,069 34,470 35,072 35,677 36,069

3,000 3,500 3,800 4,200 4,600 5,000 5,300 5,600 5,800 5,900 6,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

沿線人口

乗車人員

 

戸塚安行駅 駅勢圏 
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⑤ 新井宿駅沿線人口と乗車人員 
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⑥ 鳩ヶ谷駅沿線人口と乗車人員 
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⑦ 南鳩ヶ谷駅沿線人口と乗車人員 
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⑧ 川口元郷駅沿線人口と乗車人員 
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４）全国の将来人口の増減（2015 年予測値－2000 年実績値） 

 国立社会保障・人口問題研究所『日本の都道府県別将来推計人口』（平成 19 年 5 月推計）

と平成 12 年国勢調査における各都道府県の人口の増減は下図のようになり、埼玉県の生産年

齢人口は大阪府、北海道に次いで全国３番目に大きい減少数となる。 
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図 全国の将来人口の増減（2015 年予測値－2000 年実績値） 
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５）１人１日当たりの平均トリップ数及び目的構成の推移 

 １人１日当たりの平均トリップ数については、20 代～40 代にかけては緩い減少傾向にある

ものの、高齢者のトリップ数は著しい増加傾向にあり、高齢者の社会参加機会が増加してい

ることが伺える。 

 

 
 また、目的構成の推移を見ると、いずれの目的もほぼ横ばいであるが、その他私事が増加

する傾向にある。 

 

図 性別目的構成の経年変化 

資料：東京都市圏パーソントリップ調査（交通実態調査）の結果概要、H22.2.3 差し替え版 

 

図 年齢別平均トリップ数（原単位）の推移（男女計） 
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■平成１０年、平成２０年の年齢階層別・目的種類別トリップ数の変化 

 

 トリップ数は老年人口において、総トリップ数が約 2倍（約 700 万→約 1,400 万）、目的種類別

では私事のトリップ数が 3.8 倍（約 70 万→250 万）という結果となった。 

 

 
自宅 

－勤務 

自宅 

－通学 

自宅 

－業務 

自宅 

－私事 
帰宅 勤務・業務 私事 不明 計 

H10 年少 

（0-14 歳） 
0 3,189,246 3,591 985,431 4,176,341 773 361,027 － 8,716,409

H20 年少 

（0-14 歳） 
0 3,069,530 0 943,130 4,004,444 0 502,971 74,545 8,594,620

H10 生産年齢 

（15-64 歳） 
12,358,759 2,416,919 1,925,945 9,137,305 25,731,726 5,145,576 6,466,680 － 63,182,910

H20 生産年齢

（15-64 歳） 
12,988,423 2,123,800 1,410,305 7,423,975 24,137,356 4,633,048 8,475,723 922,711 62,115,341

H10 老年 

（65 歳以上） 
384,767 700 304,874 2,423,382 3,102,392 176,008 667,464 － 7,059,587

H20 老年 

（65 歳以上） 
732,809 2,559 453,788 4,181,321 5,359,592 399,071 2,541,864 509,170 14,180,174

資料：東京都市圏パーソントリップ調査 
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図 目的種類別トリップ数の変化（老年人口）
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（２）経済情勢・地域情勢 

１）埼玉高速鉄道等の利用状況 

・ ＳＲ線の利用者数は開業以降堅調に増加しているものの、並行路線である京浜東北線や東

北・高崎線、東武伊勢崎線等に比べると混雑率や輸送量で大きく下回っており、周辺路線の

混雑緩和への寄与度は少なく、さらなる周辺路線の混雑緩和への貢献が求められる。 
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図 ＳＲの乗車人員の推移（人/日） 

資料：さいたま市 HP、埼玉高速鉄道㈱HP を参考に作成 

 

 

図 ＳＲ周辺の駅乗車客数（平成 19 年度１日平均） 

資料：埼玉県 HP を基に作成 

・ 埼玉高速鉄道（以下、ＳＲという。）の利用者数や混雑率は増加傾向にあるものの、周辺

路線と比較するとまだ低い水準にある。 
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・ 混雑率については、最混雑区間が都心ターミナル駅付近となっているため、ＳＲ線と単純に
比較はできないが、ＪＲ各線などは都市圏における鉄道混雑緩和の長期的目標としている混

雑率 150％を軒並み超過しており、混雑緩和施策の遂行が求められる状況である。 

 
注）最混雑区間は、京浜東北線（上野→御徒町）、武蔵野線（東浦和→南浦和）、埼京線（板橋→池袋）(H5～H15

は池袋→新宿)、高崎線（宮原→大宮）、東北線（土呂→大宮）である。 

 

 
注）最混雑区間は、西武池袋線（椎名町→池袋）、西武新宿線（下落合→高田馬場）、東武伊勢崎線（小菅→北千

住）、東武東上線（北池袋→池袋）、東武野田線（北大宮→大宮）、埼玉新都市交通（大成→大宮）、秩父鉄道

本線（明戸→大麻生）（S60～H14 は大麻生→石原）、つくばエクスプレス（青井→北千住）、埼玉高速鉄道線（川

口元郷→赤羽岩淵）である。 

図 埼玉県を通る主要路線の混雑率（最混雑区間） 

資料：埼玉県 HP 
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・ １日当たりの輸送量（上り）については、埼玉高速鉄道線が平成 19 年度で約４万人に達した

のに対して、ＪＲ高崎線、東北線は 10 万人を超える規模にあり、ＪＲ埼京線や西武線、東武

線は 20 万人以上、ＪＲ京浜東北線は 30 万人以上と相当な差がある。比較的近い数値の川越

線にしても、５万人を超える輸送量を保持しており、ＳＲ線は、そのポテンシャルを十分に

発揮していない状況にあると言える。 

 
注）最混雑区間（１日当たり・上り）の輸送量である。 

 

 

注）最混雑区間（１日当たり・上り）の輸送量である。 
図 埼玉県を通る主要路線の輸送量（1日当たり・上り） 

資料：埼玉県 HP 
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２）埼玉高速鉄道及びつくばエクスプレス沿線のまちづくり効果 

 
① 戸塚安行駅の人口定着 
平成 13（2001）年 3 月 28 日に赤羽岩淵・浦和美園間が開業したＳＲ埼玉高速鉄道沿線にお

いて、戸塚安行駅駅勢圏 1.5km における平成 13 年から平成 22 年までの人口増加人数は、以下

とおり 5,000 人を超えている。なお、駅周辺では土地区画整理事業が実施中であり、基盤整備

が進められている。 

■戸塚安行駅の沿線人口と乗車人員 
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番　号 地区名 施行期間 進捗状況（平成23.3.31現在）

1 戸塚南部（組合） 53 ha 昭和62～平成27年度 96.1%

2 戸塚東部（組合） 34 ha 平成5～平成26年度 61.8%

3 石神西立野（公共） 99 ha 平成6～平成35年度 28.3%

4 安行藤八（公共） 68 ha 平成9～平成36年度 12.1%

面　積

戸塚安行駅
H13.1.1
(2001)

H14.1.1
(2002)

H15.1.1
(2003)

H16.1.1
(2004)

H17.1.1
(2005)

H18.1.1
(2006)

H19.1.1
(2007)

H20.1.1
(2008)

H21.1.1
(2009)

H22.1.1
(2010)

総　計

沿線人口 30,388 31,171 31,635 32,292 32,711 33,595 34,069 34,470 35,072 35,677 -

増加人数 - 783 465 657 419 884 475 401 602 605 5,289

乗車人員 3,000 3,500 3,800 4,200 4,600 5,000 5,300 5,600 5,800 5,900 -

駅利用率 9.9% 11.2% 12.0% 13.0% 14.1% 14.9% 15.6% 16.2% 16.5% 16.5% -

資料：Google マップ
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② 柏の葉キャンパス駅の人口定着 
平成 17（2005）年 8 月 24 日に秋葉原・つくば間が開業したＴＸつくばエクスプレスにおい

て、首都圏から 30Km 圏の柏の葉キャンパス駅勢圏 1.5km における平成 17 年から平成 22 年まで

の５年間の人口増加人数は、以下とおり約 3,800 人となっている。駅周辺では、土地区画整理

事業による開発が行われている。 

■柏の葉キャンパス駅の沿線人口と乗車人員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地区名 施行期間

柏北部中央 273 ha 平成12～平成34年度

面　積

22,879

26,702

20,000 21,000 22,000 23,000 24,000 25,000 26,000 27,000 28,000

H17年

H22年

沿線人口
柏の葉キャンパス駅

H17.1.1
(2005)

H22.1.1
(2010)

沿線人口 22,879 26,702

増加人数 － 3,823

※H17 年につくばエクスプレスが開業 

（出典：柏の葉アーバンデザインセンターＨＰより）
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■柏の葉キャンパス駅 駅勢圏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■柏の葉キャンパス駅勢圏 1.5km 

17年人口 22年人口 増減 町丁目 
町丁目人口 計算値 町丁目人口 計算値  

若柴 2,324 5,417  
正連寺 204 193  
十余二 4/5 5,847 4,677 6,418 5,134  
中十余二 45  59  
柏の葉(１) 591 555  
柏の葉(２) 868 898  
柏の葉(３)3/4 965 723 971 728  
柏の葉(６) 636 712  
高田 1/5 7,010 1,402 8,089 1,617  
松葉町(５) 3,384 3,118  
松葉町(６) 1,280 1,276  
松葉町(７) 1,022 1,049  
花野井 1/3 11,021 3,673 11,861 3,953  
大室 1/3 6,152 2,050 5,980 1,993  

合計  22,879 26,702 3,823 

※H17 年につくばエクスプレスが開業 

資料：スーパーマップル・デジタル 



3‐22 

③人口推計の検証結果 
以上、ＳＲ埼玉高速鉄道の戸塚安行駅及びＴＸつくばエクスプレスの柏の葉キャンパス駅に

おいて、駅勢圏 1.5km の人口定着を検証したところ、中間駅と同じ鉄道線上の戸塚安行駅では、

平成 13 年の開業後、現在までの９年間で 5,000 人を超え、中間駅と同じ首都圏から約 30km 圏

の柏の葉キャンパス駅では、平成 17 年の開業後、約 3,800 人の増加が見られた。 

 

３）武蔵野線の新駅及び沿線開発 

① 吉川美南駅（吉川駅～新三郷駅間） 

武蔵野線２６番目の駅として、平成２４年３月１７日開業予定。 

 

資料：JR 東日本（2011 年 12 月 16 日付）  

 

 ② 越谷レイクタウン駅 

 平成２０年３月開業。1日平均乗車人員 14,810 人※。 

 日本最大級のショッピングモール「イオンレイクタウ

ン」「レイクタウンアウトレット」を中心に、駅周辺に

数々の商業施設が集積。地区周辺には、暮らしにかかせ

ない教育施設、医療施設、健康・福祉施設が充実。 

 JR 武蔵野線「越谷レイクタウン駅」からの所要時間 

 (南越谷駅―越谷レイクタウン駅間は約３分) 

●東京へ（南浦和駅から JR京浜東北線快速利用） 
             ―――――約 45分 
●新宿へ（武蔵浦和駅から JR埼京線快速利用） 
             ―――――約 41分 
●大手町へ（新越谷駅から東武伊勢崎線急行利用） 
             ―――――約 43分 

 

 ※ JR 東日本：2010 年度 

資料：都市再生機構 HP 
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 表 埼玉県内のまちづくり事例（大規模開発概要） 

開発地域 越谷レイクタウン 新三郷ららシティ 

計画面積 約 225.6ha 約 51.1ha 

計画人口 約 22,600 人 （269 区画） 

完了年度 2018 年 － 

 

 
写真 越谷レイクタウン周辺航空写真（平成 22 年７月撮影） 

資料：UR 都市機構 HP 

 

新三郷ららシティ完成イメージ 

資料：三井不動産㈱HP 
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（３）その他 

１）将来交通需要推計の改善について（中間とりまとめ） 

国土交通省（平成 22 年 8 月 19 日より） 

背景： 

・事業評価の前提となる将来交通需要推計について、予測と実績値に乖離がみられる。 

・交通機関毎に独自の需要推計を行っている。 

目的： 

・事業評価の前提となっている将来交通需要・推計について信頼性、透明性を確保する。 

・社会資本整備の二重投資を防ぎ、料金政策等の影響の事前把握を可能とするため、関係府

省と共有可能な各交通機関共通の統合推計モデルを検討する。 

・情報公開のあり方について検討する。 

検討事項： 

①現在の推計手法の検証及び交通機関（分野）間の推計の整合性確保【第一段階】 

・実績と推計値に乖離を生じる原因の排除 

・推計モデル及び、将来フレーム（人口・GDP）等の入力条件の分野横断的な改善・統一 

②各交通機関共通の統合推計モデルの検討 【第二段階】 

・全国生成交通量～機関別分担交通量の推計段階について、各分野の推計モデルを統合 

③情報公開のあり方 

・第三者において再現や検証が可能となるよう、モデルや推計に用いたデータ等を公開 

対象分野： 

将来交通需要推計をもとに、社会資本整備の計画・事業実施判断を行っている以下４分野を

対象とする。 

①道路・・・道路交通需要 

②鉄道・・・整備新幹線の需要 

③港湾・・・内貿複合一貫輸送等の貨物需要 

④空港・・・国内航空旅客の需要 

 

生成交通量試算における分野間での手法の統一（国内旅客（道路、鉄道、航空）） 

・人口、GDP を説明変数とした、生成交通量推計モデルを構築する。 

・アクセシビリティ指標(ACC)については、生成交通量推計の段階では、説明変数に使用しな

い。 

※過去の生成交通量において ACC の影響が必ずしも明確でないため、事業実施の適否を判断

するにあたり、生成交通量推計が過大にならないよう安全側を見込む。 

資料：国土交通省 HP 
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図 将来交通需要予測推計の改善について【中間とりまとめ】 

資料：国土交通省 HP  


